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昨年の夏休み、2週間の中国浙江省短期

留学事業に参加し、浙江工商大学へ留学し

ました。留学中、午前は中国語の勉強、午

後は様々な文化体験講座を行い、日本語を

学んでいる学生と授業を受けたりしまし

た。放課後は学生が様々な場所へ案内して

くれ、飽きることはあ

りませんでした。大学

は全寮制で、周辺の生

活区に日用品や食べ物

はすべて揃っていて、

「学生の町」という感

じで羨ましかったで

す。先生方も近くに住

んでいて一緒に遊び、

昼に食事に行くのが日

常的でアットホーム感

を感じました。 

杭州の料理は日本と

味が似ていましたが、

食べ物の種類が多かっ

たため、毎日違う料理

を食べることを心が

け、中国の食文化を楽

しみました。休日には

観光地、西湖や河坊街

へ行き、バス、タク

シー、地下鉄の乗り方

やレストランでの注文の仕方、本屋さんの

様子からトイレの使い方にいたるまで、何

から何まで異なる文化の違いを肌で感じ、

中国人のコミュニケーション能力の高さや

相手と交渉する力など、日本人より優れた

部分は見習うべき所だと感じました。 

そして杭州にある宋時代を再現した遊園

地へ行き、古典芸能や芸術美を味わいまし

た。夜はみんなで言葉を書き、千島湖に向

けてランタンを飛ばしました。明かりを灯

しながら飛んでいく光景はとてもきれい

で、杭州で過ごした最後の忘れられない大

切な時間となりました。最終日で訪れた上

海は様々な国籍の人が観光で溢れ、国際観

光都市だと感じました。 

今回の留学は静岡県庁が主催した関係

で、事前の県庁訪問や現地でお世話になっ

た県庁の方、上海支局の方、浙江省の大学

関係者の方々が出席された懇談会にも参加

しました。友好都市交流を目的に、今後ど

のように文化交流をしていくべきか考える

貴重な経験にもなりまし

た。 

 現地の方々はとても親

切に対応してくれ、留学

生活で困ることはありま

せんでした。授業は日本

語で行われ、日本語専攻

の学生が付いてくれたた

め、言語の壁を感じるこ

ともなく負担も少なかっ

たです。分からないこと

はすぐに聞ける環境は利

点とも言えます。 

 私は留学を大学入学時

から決めていた訳ではあ

りませんが、2年時に大

学で中国の友人ができ、

中国語を1年間履修した

ことで中国に興味をもち

ました。発音の綺麗さに

も魅了されました。中国

語検定も受験して合格したこともあり、何

かと縁のある今回の留学を決めました。 

「悩むより行動した方が今までにない価値

観が生まれるはず」そう思うようになった

のは大学生活を送る中で自分にしかできな

い事を価値をもって成し遂げたいと思うよ

うになったからでした。ほんの少しの勇気

と冒険心を持ち、決めたら全力で楽しむこ

とが自分を変える一歩です。何かをした

い、自分を変えたいと思う人は、こういっ

た留学もとても良い経験になると思いま

す。（人間社会学科3年 鈴木彩香）  

中国浙江省への短期留学 



神の導きによって本学に赴任して、3月で6年5ヶ

月となります。そこで任期満了となって本学での私

の仕事は終わります。 

 自らの力不足を棚に上げて言えば、甚だ恵まれた

月日でありました。大学の前身の短期大学の学長で

あられた大曽根先生が大学創設に当たって掲げられ

たUniversity Identityは 

・キリスト教精神に基づく人間教育        

・小規模ながら個性をもった大学         

・地域社会に貢献する大学           

・学問研究・教育の一体化 

というものでありました。それから13年余りが経っ

ていますが、これらはしっかり本学に根付いている

と思います。私もまたこのことを念頭に置いて仕事

をしてきたつもりです。 

 勿論満足感だけで終わったわけではありません。

変動の激しいこの時代にあって、大学も変えるべき

ところは変えなければいけないのですが、その点至

らなかった事は大いに反省しています。申し訳ない

とも思っています。教職員諸氏、学生諸君が協力し

てこの大学の方向性を確認し、困難なこの時代を乗

切って行って下さればと思います。 

 困難な、と言いましたのは、私の目から見てこ

のところの世の中の動きが穏やかでないと感じる

からです。お互いに自分の意見を述べ、他人の意

見に耳を傾けるのが人間社会のルールだと思うの

ですが、必ずしもそうなっていないのではと思わ

されることが最近多いように思われます。 

 こうした動きに対して、特に学生諸君には敏感

になってもらいたいと思います。社会の情勢に無

関心で、自分のやりたいことだけに日々を過ごし

ていると、いつの間にか取り返しのつかない事態

になっているかも知れません。要は、何事に対し

ても自分の責任として向き合うことが大切だとい

うことです。何もしないで結果だけに不満を言っ

ても、始まりません。手遅れになるかも知れませ

ん。自らしっかり自分の立ち位置を確かめること

が必要だと思います。 

 その点に関して言えば、こういう時にこそ皆さ

んがこの大学に在学していることを思い出しても

らいたいのです。「キリスト教精神に基づく人間

教育」をこの大学が行っているという事実です。

学内の色々な所に学院聖句や大学聖句が掲げてあ

るのを目にしていると思います。こういうものは

つい無造作に見過ごしてしまい勝ちですが、是非

一度しっかり読み直して下さい。神を愛し、隣人

を愛することが、この大学にいる上で一番大切な

ことです。これがなければ他の大学と変わりませ

ん。少なくとも、この大学での1年間の礼拝出席は

他の大学では味わえない貴重な経験だった筈で

す。これこそ静岡英和学院大学が他の大学と差別

化される所以だと思います。 

 静岡は温暖で住み良い町です。人間も温和で

す。この町に建つ本学も同様です。そこに更に神

の愛が注がれているのですから、皆さん大いに自

覚を以て過ごして下さい。 

自らの立ち位置に自覚を 

学長 武藤 元昭 

何ごとに対しても自分の責任

として向き合うことが大切 
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 10月10日（土）・11日（日）、

毎年ツインメッセ静岡で開催され

ている子ども＆親子向けイベント

『こどもみらいプロジェクト』

（主催：静岡新聞社・静岡放送）

に、英和生がボランティアスタッ

フで参加させて頂きました。              

＿会場は親子連れで大にぎわい。運営の協力スタッフと

して参加してくれた５名の学生は、めくってドン！や、

見つけてワオ！や、４つのゲームをクリアした際の水風

船ヨーヨーを渡す担当や、新聞プールをそれぞれ担当

し、他大学の学生さんたちと一緒にイベントを支えてく

れました！                      

＿見つけてワオ！(YOMO【よも】っと間違いさ

がし）・めくってドン！（番組やアナウンサー

の顔で神経衰弱）・ゴール(４つのゲームをク

リアしたら水風船のヨーヨーがもらえる)・新聞プー

ルでは、学生が「ニンニンジャー」のお面を被って

子どもたちから大人気でした！学生は汗びっしょり

になりながら子どもたちの相手をしていました。        

＿今回はシフトがゴチャゴ

チャし、大変な事も多々

あったみたいですが、たく

さんの子どもたちが絶えず

寄ってきてくれて、対応す

る学生は大忙しでした。学

生の皆さんにとっては座学

では学べない沢山のことを

学び感じることができたのではないでしょうか？ご

来場下さった皆様、有難うございました。今回、参

加して下さったボランティアの学生の皆さん、お疲

れ様でした。（ボランティアセンター 橋本） 

「こどもみらいプロジェクト」に参加しました。 
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 「愛！」が、２０１５年度の英和大の宗教テーマで

した。この１年、１年生は「キリスト教の愛とは何

か」をリトリートから始まって、毎週の礼拝やキリス

ト教の授業やキリスト教の行事を通して感じとっても

らえたのではないでしょうか？           

＿さて、クリスマス行事の報告ですが、後期が始まっ

てすぐに、クリスマス行事の準備を始めました。第７

回目となるクリスマスカードコンテス

トには約１００枚の応募があり、最優

秀賞者は現代コミュニケーション学科

２年の紅林亜香里さんでした。今年は

クリスマス大好き隊を募り、彼らを中

心に１１月２９日のアドベント（待降

節）前後にクリスマスツリーの設置や

イルミネーションの点灯、校内のクリ

スマスの飾り付け等が次々になされていきました。１

２月１２日に行われたオープンキャンパスでもクリス

マス企画があり、エンターティナーサークルの協力の

下、楽しくイベントがなされ、来校した高校生達と共

にキャンドルサービスも出来、感謝でした。第１０回

ワンコイン・クリスマス・コンサートも例年どおり１

２月の最初の一週間、新館一階にて行われ、演奏やダ

ンスなどのパフォーマンスをする者も、集まってくれ

た学生や職員たちも楽しい昼休みの一時を過ごすこと

が出来ました。                          

＿１２月１７日にはクリスマス礼拝が行われました。

照明をおとした新館５階講堂内において聖歌隊の賛美

の声が響き、いつもの礼拝とは違う雰囲気に包まれま

した。４名の点火係の学生によりキャンドルに火が点

され、学生２名による聖書朗読の後、伊勢田奈緒牧師

による「愛に訴えて」と題する話がありました。フィ

レモンへの手紙を通して「・・わたしたちは神様から

みれば、罪人
つみびと

であり、そのこと

は赦される者ではないというこ

とだが神様はそのような私たち

を大きな愛によって赦し、和解

へと入れてくださった。キリス

ト教の教えようとする「赦し」は、愛に訴えての

「赦し」であること、そしてその愛を示されている

のがイエス様である・・」という内容でした。        

＿礼拝後、第四代目ＩＳＥＤＡ劇団による「若草物

語－ＩＳＥＤＡ劇団版」（伊勢田奈緒脚本・演出）

が上演されました。今回は前回よりも出演者が多く

練習時間もとれず、大変でしたが各々がベストを尽

くして演じてくれました。劇終了後、クリスマス献

金が献げられ、全員でクリスマスの讃美歌を歌い、

祝祷がありました。午後６時からはＷ３０３にて

キャンドルサービスとクリスマス会がありました。

キャンドルの灯りの下、１年を振り返りつつ、神聖

な雰囲気の中、礼拝が行われました。クリスマス会

の最大の盛り上がりは学長によるクリスマスケーキ

に立てられたロウソクを吹き消すイベントでした。

皆、学長の周りに集まり、大拍手。クリスマスの盛

りだくさんのごちそうを食べつつ、授業では聞けな

い先生方の話や、学年を越えた学生たちの語らいや

ら、本当に和やかで幸せな時を学生、教職員と共に

過ごすことができました。今年

も多くの学生の協力により、

アットホームで、主イエスの教

えておられる「愛」にあふれた

静岡英和学院大学ならではのク

リスマス行事を行うことができ

ました。感謝。      

（宗教 伊勢田） 

２０１５年度静岡英和学院大学のクリスマス 



 1年生6名が前期の定

期試験終了後の9月に、

5日間の日程でインター

ンシップ履修生として

希望する食品関連企業で研修を行

いました。本年度から、展開科目

として１単位が認定されることか

ら、初回の履修ガイダンスを受講

後、希望する職種の企業を学生自

ら積極的に決めていました。学生

には初めての経験であるため、

キャリア支援課スタッフによる受

け入れ先企業への履歴書の書き方

や電話連絡についての個別指導を

受けて研修が始まりました。                         

本年度はモンパルナス、たこ

満掛川本店、遠鉄ストア向宿店、

遠鉄ストア掛川中央店と遠鉄スト

ア竜洋店で研修を受けました。                 

＿インターンシップ制度を理解し

て頂いての企業の協力による就業

体験であり、教育的配慮のある指

導を受けることができ、短い日数

の中で様々な業務を体験すること

ができたようです。10月23日の

キャリアデザイン演習の中で報告

会が行われ、各自スライドを作

製、研修での業務内容や成果につ

いて、明快に説明して、貴重な経

験であったことを発表することが

インターンシップでの貴重な経験 
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間
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できました。温かく優しい職場の

雰囲気を感じて仕事に励みなが

ら、食品を扱う上での徹底した衛

生管理を知り、大学での講義と実

習内容をしっかりと理解すること

の大切さを実感したようです。企

業での実務を体験したことにより

仕事のイメージが明確になり、将

来の進路を決める上での貴重な経

験であったことが理解できまし

た。受け入れ先企業様の配慮に感

謝致しますと共に、このインター

ンシップを活用して多くの学生が

社会での適応力を磨いていって欲

しいと思いました。(食物 佐々) 

 今回の学科ニュースでは、記念

すべき10回目を迎えた「心理メ

ジャー卒業研究発表会」について

の報告をいたします。大学生は卒

業年次に「卒業研究」に取り組み

ますが、心理メジャーでは卒業研

究の一環とし

て「卒業研究

発表会」を毎

年開催してお

ります。          

＿2006年から

の10年間、最初の３年間はグラン

シップにおいて、４年目からは本

学の新館１階ラウンジにおいて開

催しています。もともと「心理メ

ジャーで、卒業研究の記念とな

る、学生たちが、それを具体的な

達成目標として、研究に奮起する

ようなイベントを作りたい」とい

う心理メジャー教員の想いから始

まりましたが、この想いは今でも

変わりません。むしろ、学生側も

「これは心理メジャーの伝統行事

であり、自分たちもこの伝統に参

加する」という想いがしっかりと

定着した分だけ、参加者全体の総

量としては想いは強くなったので

はないでしょうか？            

＿発表会では、４年生が、主な聴

講生である３年生に対して、ポス

ターと口頭説明により、自分の卒

業研究の内容を聴講者に伝えま

す。３年生は２～３人のグループ

で発表を聞くようになっているの

で、発表者からすると、異なる３

年生グループが、６回、自分の発

表を聞きに来ます。いずれの学生

も、繰り返

すうちにス

ムーズな説

明になって

おり、ま

た、聴講生

との質疑応

答を通して、自分の卒業研究を客

観視できるようになります。             

＿ここ数年では、心理メジャーの

３～４年生だけではなく、２年生

も自主的に参加するようになって

きています。心理メジャーでは、

引き続きこの発表会を静岡英和学

院大学の伝統とし今後も盛り上げ

ていきます。なお、大学の

Facebookにて、発表会の動画を掲

載した記事がありますので、合わ

せてご覧下さい。(人間社会 林) 

心理メジャー卒業研究発表会  
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「青少年のための科学の祭典」静岡大会 
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 ８月１５日と１６日に静岡科学

館る・く・るで青少年のための科

学の祭典が開かれました。この祭

典に、日本心理学会教育研究委員

会・博物館小委員会としてブース

展示を行いました。日本心理学会

の事務局の方が各日１名、委員会

のメンバーの先生が私以外に１日

目は２名、２日目は１名も参加し

ましたが、基本的には私のゼミの

学生９名（鈴木唯加さん、徳増芽

生さん、中田ももかさん、中村有

希さん、深田皆実さん、松下瑳映

さん、村瀬亜矢子さん、望月里紗

さん、山田阿紀さん）が２日間

ブースを運営しました。 

 展示内容は４つでした。そのう

ち３つは「何かを好きになるこ

と」を科学するもので、残りの１

つは、ゴムの手が自分の手のよう

に感じてしまうラバーハンドイ

リュージョンを体験するものでし

た。好きの科学の方は、パソコン

を使い、よく目にするものが好き

になってしまう単純接触効果や瞳

の大きい人を好きになってしまう

現象、赤い服

をきた男の子

がモテる現象

などを体験す

るものでし

た。  

 このブース展示は、科学的な心

理学を一般の人たちに分かりやす

く伝え、一緒に楽しもうというサ

イエンスコミュニケーションの一

つです。ゼミ生たちは心理学ゼミ

活動の一環として参加しました。

来場された子どもやそのお父さ

ん、お母さん、またはおじいちゃ

ん、おばあちゃんに体験を促し、

体験後に丁寧に説明を行いまし

た。２日とも盛況で、ゼミ生たち

は、人に何かを説明したり、一緒

に疑問に思ったことを考えたり、

体験的にサイエンスコミュニケー

ションを学ぶとてもよい機会を得

ました。（現コミ 重森） 
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 2016年1月24日（日）

に第28回社会福祉士国

家試験が行われ、今回

は本学から13名の受験

生が受験しました。他

大学に比べ受験生は少ないのです

が、毎年“本当に社会福祉士になり

たい”という学生が受験に挑戦して

います。過去２年、合格率が50％を

越え、静岡県内で１位となることが

できました。高校３年生の中には、

この成果を見て本学への入学を希望

した人もいると聞きます。     

＿今年の受験生も４月から継続的に

対策講座や模擬試験を受け、合格に

向けて勉強を重ねてきました（発表

は3月15日）。2015年4月には生活困

窮者自立支援法が施行され、介護保

険法の大幅な改正も行われました。

社会福祉に関する法改正はめまぐる

しく、１年生の時に学んだ法律が、

４年生の時には大幅に変更されてい

るということも少なくありません。

毎年、新たな法律ができるため、教

員からみると受験生は覚えるべき内

容が増え大変だな、と思うのです

が、福祉現場で働く職員は、法改正

に合わせて援助を行うのですから、

そうもいっていられません。受験生

には、ただ物事を覚えるだけではな

く、法律のねらいやそれによって福

祉現場にどのように影響があるのか

といったことにも思いを巡らせなが

ら勉強してほしいと思います。    

＿社会福祉士

の国家試験は

合格率３割と

いう厳しい試

験ですが、受

験勉強の過程

で得られるも

のも少なくあ

りません。今

回受験した学

生もきっと１年間を通して勉強した

成果として、知識以外の何かを身に

つけたのではないかと思います。自

分の努力を自信に変えて、社会福祉

を学んだものとして、社会に羽ばた

いていってほしいと思います。 

（コミ福 岡部） 

社会福祉士国家試験 県内初のスクールソーシャル

ワーカー(SSW)教育課程誕生 

昨年11月、日本社会福祉士養成

校協会より本学コミュニティ福祉

学科が県内初のスクールソーシャ

ルワーク（SSW）の養成校として

認定を受けました。本年4月から

SSW指定科目の授業・実習がス

タートし、社会福祉士養成課程の

学生の多くがSSW資格の取得を目

指します。なお、SSW養成校の認

定については新聞社からも取材を

受け、静岡新聞

（2015年12月4日

朝刊）や中日新聞

（2015年12月9日

朝刊）に記事が掲

載されました。             

＿SSWの仕事は、社会福祉士の人

を取り巻く環境の調整という専門

的支援の手法が学校現場にも拡

がったものです。例えば、ひとり

親家庭に対しての児童扶養手当、

母子父子寡婦福祉資金貸付制度や

高等技能訓練促進費等の情報提

供、家庭内のDVがあれば緊急避難

先、障害のある生徒の場合、障害

者手帳の取得支援や就労支援等、

現行の福祉制度・サービスに適切

につないでいく役割があります。

また、本人や家族にとって必要な

サービスが現行制度にない場合、

新たにサービスを作り上げていく

役割も担っています。           

＿このようにSSWは、専門的な知

識や技術が必要であるにも関わら

ず、従来より教員のOB等が任用さ

れるケースが多く、質の確保が大

きな課題になっていました。こう

したことから社会福祉士の養成校

に人材の育成が社会的に要請され

てきたのは時代の流れと言えるで

しょう。            

＿2015年11月現在、県内では静

岡、浜松の政令市で41人のSSWが

任用されています。全国的には

2000人に満たず、2014年8月に内

閣で閣議決定された2019年までに

1万人を配置するという目標から

は程遠い現状となっており、養成

は急務となっています。          

＿SSW資格を取得するためには、

社会福祉士の国家試験に合格

し、かつSSW養成校で指定科目の

単位を取得していくことが前提

条件となります。コミュニティ

福祉学科では時代の要請に応え

るべく優秀なSSWを現場に送り出

していくよう、より一層の教育

内容の充実に努めていく所存で

す。（コミ福 髙阪） 
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今年で「あちょぼ」が始まっ

て丸5年になりました。「子育て

ぱぱまま広場みんなであちょ

ぼ」と名称をリニューアルし新

しい取組みを企画しています。

うれしいことに様々に本学の子

育て広場が認知されてきていま

す。              

＿9月には「静岡県おしえてあな

たの応援隊」団体部門人気投票

第1位になり、学生代表として、

増野春維さんが知事より表彰し

ていただきました。        

＿また、1月の「静岡県民会議」

には、「あちょぼ」や「少子化

対策」を学んだ代表として、夏

目侑季さんが「少子化対策には

男性の日常的積極的協力が必要

である」と発言してきました。

これには、議長も知事も苦笑い

だったそうです。さすが、「あ

ちょぼ」で保護者と関わってき

た意見です。        

＿このように「あちょぼ」は学

生たちの子育て実践力の強化に

も繋がっています。これから

も、学生たちの力を静岡県にア

ピールしていきたいと思ってい

ます。（コミ福 永田） 

子育てぱぱまま広場 

みんなであちょぼ 



 「保護者ができる就職支援セミナー」の開催  

１ 概要                   

今年度、初めての試みとして、保護者の力を借りて

保護者と共に学生を支援するため、「保護者ができ

る就職支援セミナー」を第１回９月５日と第２回２

月６日の２回、本学新館講堂で開催しました。 

２ 目的                   

就職活動は、保護者世代が経験したものと現在では

社会・経済状況や活動・選考方法に大きな違いがあ

ります。保護者が適切なアドバイスをするために

は、昨今の就職状況や就職活動、本学のキャリア支

援・就職支援について知ってもらい、学生の就職活

動への関わり方を理解してもらうことが必要であ

り、「絶対内定」には保護者の理解と協力が不可欠

です。 

３ 内容                   

①本学が行っている就職支援、キャリア教育の概要

の説明、②就職活動の現状、学生との接し方や保護

者ができる具体的なアドバイスなどの講演、そして

質疑応答を行いました。           

（講師は聖徳大学専任講師（キャリア教育担当）  

＿天川勝志氏）          

第１回  講演                 

①就職活動の現状を

ご存知ですか         

②就職活動において

問われること        

③就職活動を向かえ

るお子様との接し方  
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第２回  講演          

①全般的な就活トレンド     

②この時期の保護者として知ってお

くべきこと、やっておいていただき

たいこと             

③履歴書・エントリーシート作成時

アドバイスポイント       

④内定辞退について       

 セミナーの参加者は、第1回、2回

合計で105組126名となり、参加者ア

ンケートでは、「子どもの就職活動を真剣に考える良い

機会になった」「現在の就活のスケジュール、システ

ム、ポイントが参考になった」等の意見が寄せられた。                      

＿次回は、9月2日と2月4日に開催を予定している。 

４ ２０１７年度の就職活動の見通し          

＿来年度は就職活動の長期化や内定辞退の増加などの影

響を考慮し、情報解禁は３月からと変更はないが選考開

始が８月から６月へと２ヶ月早まりました。そのため、

情報解禁から選考開始までの期間が短くなったことによ

り、選考開始までの事前準備がいっそう重要になりま

す。                       

＿２月１５日からフォロー講座として、SPI・筆記試験対

策、文章力アップ講座、直前！就職活動特別講座を開講

します。本番直前には必ず参加して欲しい講座です。自

己分析、業界・業種・企業研究、筆記試験対策、面接対

策など、十分な準備が「絶対内定」の前提条件となりま

した。早め早めの対応が内定への王道です。       

（キャリア支援課 鷲山） 

 10月3日（土）、静岡県民との交流を深める

イベント「アース（明日）カレッジ2015」が静

岡市葵生涯学習センター（アイセル21）で開催

され、本学のベトナム、ミャンマー、中国のふ

じのくに留学生親善大使6名が「お茶を飲みな

がら留学生と交流しよう」講座の講師をつとめ

ました。イベントにはたくさ

んの方々が来場され、本学の

ふじのくに留学生親善大使た

ちが母国文化を紹介し、来場

者との友好を深めました。 

 12月 12日（土）・13日

（日）の2日間、本学の中

国、ベトナム、韓国、ネ

パールの留学生計5名が、

御前崎市にホームステイ

に行ってきました。御前

崎の美しい自然を満喫し

ながら日本の家庭の温か

い雰囲気を肌で感じるこ

とができました。正福寺で住職からお釈迦様についての

話をしていただき座禅体験もし、日本の文化をたくさん

学ぶことができました。また、ホストファミリーと一緒

に自国の料理を作ったりしてみんなで楽しい交流をして

良い思い出になりました。ご協力くださった御前崎市国

際交流協会、そしてホストファミリーの方々、本当にあ

りがとうございました。 

御前崎市ホームステイに行ってきました！ 

ふじのくに留学生親善大使の活動 

～アース（明日）カレッジの講師～ 

生 だ よ 



学務課には日々様々な落し物も届けられます。１

日に２～３台のスマートフォンの落し物が届けられ

ることがあります。また、時には１週間に３つも財

布の落し物が届けられることがあります。そして、

１年間を通して、同じ人が何度も同じ落し物をして

いることがあります。一概に本人の不注意とは言え

ませんが、ここ数年落し物が増えてきている印象を

受けます。                  

＿その理由の１つにスマートフォンの普及が上げら

れるのではないでしょうか。学内の教室やラウン

ジ・廊下などあらゆる所でスマートフォンを充電し

ている光景が見受けられます。充電したままその場

所を離れ、落し物として届けられるケースも少なく

ありません。また、充電していたことを本人が忘れ

てしまっていることもあります。大学として携帯電

話の充電を禁止していないので、規則に違反してい

るわけではありません。しかしながら、決して好ま

しい光景とは言えません。                 

＿大学内も公共の場です。公共の場で個人のスマー

トフォンの充電をする。大学として禁止していない

以上、一人ひとりのモラルが問われる問題であると

感じます。                                  

＿モラルとは、社会に生きていくうえ

で基礎となる、善悪の判断力や主体的

な態度のことをいいます。英和学院大

学の学生の肩書きは大学生・短大生で

す。しかし、選挙権年齢の引き下げで

もわかるように、すでに子供とは見な

されません。自己に責任を持つ大人と言えるでしょ

う。そうである以上、公共の場

で生活をしていくルールやマ

ナーにはモラルを持って対応す

るべきことではないでしょう

か。                   

＿今回はスマートフォンの落し

物から充電について例にあげま

したが、スマートフォンの普及により、SNS（ソー

シャル・ネットワーキング・サービス、Twitter・

Facebook・Lineなど）での安易な投稿や書き込みに

よる学内外からの厳しいご指摘・ご意見が寄せられる

ことも年間を通して数件あります。実際はご意見が寄

せられるまで行くことが稀であり、同様のことは日常

茶飯事ではないかとも思われます。これについては情

報モラルの問題で、情報社会を生きぬき、健全に発展

させていく上で、身につけておくべき考え方や態度が

あるのではないでしょうか。                  

＿SNSによる情報の発信力は果てしない力を持ってい

ます。一度発信してしまえば取り返しのつかないこと

に成りかねません。だからこそ情報を正しく健全に取

り扱う必要があります。                     

＿年間を通して大学へは、バス乗車や車内でのマナー

に関すること・無断駐車に関することなど複数のご意

見も寄せられてきます。英和学院大学に関わる皆さん

それぞれが、しっかりとしたモラルをもって生活する

ことで、少なからず今よりもより良い環境となってい

くことを願っております。               

＿次回の学務課からの記事では、学内に寄せられた感

謝の報告が出来ればと思っています。（学務課 森） 
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中国浙江省短期留学報告発表会 

12月2日（水）チャペル終了後、本学講堂で中国

浙江省短期留学報告発表会を行いました。2015年9

月に2週間に渡って中国の浙江工商大学に短期留学

した鈴木彩香さん（人間社会学科3年、本誌1ページ

参照）に短期留学体験談を語っていただきました。

会場からは大きな拍手をいた

だきました。彩香さんの率直

な気持ちと前向きな姿は学生

たちに伝わったことでしょ

う。来年度の短期留学は是非

多くの学生に体験してほしい

です。（留セン 鈴木） 

「留学生との交流会」を開催 

地域の方々との交流を深めることを目的として年

1回開催する「留学生との交流会」を、1月16日(土)

に新館1階のラウンジで開催しました。今年は80名

以上の方々が来場され、盛大に行うことができまし

た。交流会では、静岡浅間木遣保存会の方々にオー

プニングの木遣りを披露していただき、来場者は迫

力のある力強い歌声に圧倒されました。後半では、

参加者全員で輪

になってネパー

ル民族舞踊を踊

り、会場がたい

へん盛り上がり

ました。交流会

は 終 始 楽 し い

ムードに包まれ

て、留学生と地

域の方々との絆

を深めることが

できました。 

 コラム「学務課から見える世界」 
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企画・編集 学報委員会 

 2月7日（日）、新館５F講堂におい

て、大学後援会主催によるコンサート

が開催されました。                

＿今回でコンサートも１０回目を迎え

ますが、中には「毎年このコンサート

を楽しみにしている」と声をかけてくだ

さる方もいて、ありがたいお言葉に

我々スタッフも顔がほころびます。会

場には2時間も前からお客様が続々

と来場され、早く来てくださった方に

はなるべく良い席に座ってもらおうと

受付の方々も大忙し。                

＿さて、コンサートはパッヘルベルの

「カノン」から始まり、エルガーの「愛

のあいさつ」へと、タイトルだけ聞いて

もピンと来なくても、曲を聞けば多くの

人が一度は聞いたことのある楽曲か

らスタートします。ヴァイオリンとピアノ

の織りなす美しい音色に観客は徐々

に魅了されていき、会場が一体化し

ていくのが分かります。        

＿曲と曲との間にはちょっとしたお話

も聞け、退場する途中で拍手が止ん

でしまうと寂しいという話では会場から

笑いを誘い、富士山は何回見ても感

動するという話では静

岡県民の心を掴みま

した。              

＿後半は出演者も好

きだという映画の曲な

どが弾かれ、盛大な

拍手の後のアンコールには皆さんが

笑顔になれるようにと「スマイル」の

曲が選ばれ、惜しまれながらも最後

の幕を閉じました。                  

＿当日お忙しいながらもご協力いた

だいた後援会役員の皆様には心か

ら感謝申し上げます。        

（後援会 安達） 
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 前   期  ※1 後   期  ※1 

 納付書発送時期 2016年4月上旬頃 2016年9月上旬頃 

 納入期限  ※2 2016年4月25日(月) 2016年10月3日(月) 

 ※1  学納金は、前期と後期の2期に分けて徴収します。 

       但し、新入生（1年生・3年次編入生）の前期分は、入学手続き時に徴収済みです。 

 ※2  家庭の事情等により期限内の納入が困難な場合は、学務課（Tel:264-8874）までご相談ください。  

    分納や延納の手続きも可能です（別途手数料がかかります）。 

2016年度学納金の納付書発送および納入期限について ～総務課～ 

これまでの開催実績 

第1回 静岡交響楽団         

第2回 稲村なおこ              

第3回 ビリーバンバン               

第4回 しゅうさえこ                     

第5回 井上あずみ                  

第6回 中島啓江                  

第7回 錦織健                

第8回 青島広志                   

第9回 一村誠也 


